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Effect of education on elimination of corporal punishment 
at Nippon Sport Science University
—An analysis on senior students—
Ryosyo TANIGAMA, Kumiko FUKUBA, Hiroko UBE, Yusuke SUZUKI, Masashi FUKAMI, 
Yuichiro ICHIKAWA, Yukihiro KARUBE and Shuichi FUJITA
Abstract: The present study examined the effect of the educational methods of Nippon Sport Science 
University in tackling the issue of corporal punishment. Specifically, the program for elimination of cor-
poral punishment has been brought to the attention of all students and adopted by the University on the 
freshmen admitted in 2013; subsequently the program was reinforced each year. With the program, we 
closely investigated how the concept of elimination of corporal punishment actually penetrated into 
students’ consciousness and behavior and how the students themselves realized a transformation in 
them through their school lessons and extracurricular activities. The issue of whether our education 
methods were responsible to a certain degree in eliminating corporal punishment suggests that an au-
thentication is needed to establish the validity of our published declaration of the elimination of corporal 
punishment.
(Received: May 9, 2016)














































































































日本体育大学に所属する 2015 年度の 3 年生 972 名




































































質問 7：「毎年 4 月上旬に実施される体罰に関する調
査（アンケート）に回答しましたか？」に対して「1
年生の 4 月：①回答した，②回答してない」，「2 年生





































対して χ2 検定をおこなった。さらに，質問 4 と質問 11














































































































































【7】	 毎年 4 月上旬に実施される体罰に関する調査（ア
ンケート）に回答しましたか？





図 13　質問 7－①（1 年生の 4 月）
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図 14　質問 7－②（2 年生の 4 月）


























































































図 21　「質問 4」と「質問 11」
（2）「質問 5」と「質問 11」

























図 22　「質問 5」と「質問 11」
考察および結論
日本体育大学は，谷釜学長が 2013 年度入学式の式辞
のなかで，新入生に対して「……体罰・暴力・ハラス
メントを葬り去ること」を求めた。これは前年度，わ
が国において体罰問題がメディアで大きく取り上げら
れたことを契機とするものである。その内容は本学の
「反体罰・反暴力宣言」となり，体罰排除のための取り
組み施策が公表された。本学独自の「体罰経験の実態
調査」は，その取り組みへ大きな役割を果たすことに
なった。
本研究は，2013 年度に入学した学生が卒業年次を迎
えるにあたり，3 年間の体罰排除教育を体験した結果，
体罰排除への意識が向上したのか，またそれぞれの教
育内容を振り返ることをとおして学生自身に再確認を
うながすことを求めるものである。体罰排除教育の質
問項目は本研究の結果の項で取りあげているし，質問
項目自体は巻末資料として掲載している。個々の結果
はその項を読んでほしいが，ここでは得られた結果の
なかから特徴的な内容をまとめることにする。
（1）ホームページでの告知について
大学ホームページに掲載されている「反体罰・反暴
力宣言」についての記事を読んだことがあるかという
質問に関しては，多くの学生が「読んだことがない」
と回答していた。そこで，読んだことがあると回答し
た学生に，さらに体罰についてどのように思ったのか
という質問を加えたところ，「体罰をおこなってはいけ
ない」と回答した学生が全体の 96％以上であった。こ
のことは，「反体罰・反暴力」についての宣言を読んだ
ことで，体罰をおこなってはいけないという積極的な
考えになったことが推察できる。
（2）「反体罰・反暴力」に関する講義について
教職員から講義を受けたことがあると回答した学生
は 72％，受けたことが無いと回答した学生は 28％で
あった。講義を受けたことがあるという学生にさらに
質問をおこなったところ，「体罰をおこなってはいけな
い」と回答した学生が全体の 95％を占めていた。この
ことは，「反体罰・反暴力」に関する講義を受けること
で，より一層，体罰をおこなってはいけないという意
識が定着していたことの表れであると考えられる。
（3）入学式式辞のなかでの「反体罰・反暴力宣言」表
明について
全体の 67％の学生が，式辞のなかで学長が表明した
ことを覚えていると回答していた。さらに，覚えてい
たと回答した学生に体罰についての質問をおこなった
ところ，94％の学生が「体罰をおこなってはいけない」
と回答していた。入学時の純粋な気持ちがあるときに，
「反体罰・反暴力宣言」を聞いたことは，後の学生生活
に非常に印象深く感じられ，ある種の刷り込みがおこ
なわれたのではないかと考えられる。繰り返し説明す
ることも大切であるが，学長による入学式という特別
な場面における「反体罰・反暴力宣言」の表明が効果
的であったと考えられる。
（4）学長・理事長からの「反体罰・反暴力」に関する
講義について
学長から「反体罰・反暴力」に関する講義を受けた
と回答した学生は 62％，理事長から同様の講義を受け
たと回答した学生は 57％であった。さらに講義を受け
た学生に，体罰に関する質問をおこなったところ，学
長と理事長に講義を受けた学生の 90％以上が「体罰を
おこなってはいけない」と回答していた。「反体罰・反
暴力」に関する講義やメッセージ，さまざまな領域か
ら情報を受け取ることで，学生は「体罰をおこなって
はいけない」という意識が働くのであると考えられる。
（5）「日体大から体罰をなくす教育」の効果について
「非常に効果がある」と回答した学生が 20％，「どち
らかといえば効果がある」と回答した学生が 37％で
あった。この 2 つの回答を合わせると，57％の学生が
日体大から体罰をなくす教育に「効果がある」と考え
ているようである。また，効果についてはっきりしな
いが「否定的な考えを持っていない」「どちらともいえ
ない」と回答した学生 26％を含めると，約 85％の学生
が「日体大から体罰をなくす教育の効果」に否定的な
考えを持っていないということが明らかとなった。こ
のことは，入学式式辞における「反体罰・反暴力宣言」
の表明，教職員からの「反体罰・反暴力」の講義，学
長・理事長による「反体罰・反暴力宣言」の講義，さ
らには学長直行便など，全学を挙げての体罰排除教育
の効果が認められるのではないかと考えられる。
最後に，現状の体罰排除教育の水準を維持しながら，
さらに各学年に「反体罰・反暴力」の講義回数を増や
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すこと，約 1/3 の学生が講義を受けていないという結
果から，今後は全学生に「反体罰・反暴力」の理解を
深める機会を作ることが急務ではないかと考えられ
る。また一方で，入学から 3 年間，「反体罰・反暴力」
の教育を受けてきたにもかかわらず，排除教育につい
て「効果がない」と回答した学生が存在したことは，
残念ながら潜在的に体罰を「否定しない」実態がある
ことも推測できる。したがって，本学の全学生・全教
職員に対して，「反体罰・反暴力」への意識をより一層
高めさせる「体罰排除教育の新たな取り組み」を再構
築する必要があると言えよう。
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